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行 用語 説明 

ア アウトリーチ 
地域などに出向きワークショップを行うなど、提供者側が出向いて

直接働きかける取組 

ア 浅川清流環境組合 
日野市、国分寺市、小金井市の３市でごみ処理施設の設置及び

運営などを共同して行うことを目的に設立した一部事務組合 

ア アートＮＰＯ 
アートを暮らしの中に取り込み、芸術や文化を通じて社会に貢献す

ることを目的とした非営利団体 

イ 医療的ケア児コーディネーター 

医療的ケアが日常的に必要な子どもとその家族が、地域で安心し

て暮らせるように、医療・福祉・教育などの支援を総合的に調整す

る専門職 

イ インキュベーション 

事業の創出や創業を支援するサービス・活動のこと。起業などの

際、不足する資源を提供し、その成長を促進することを目的とする

取組 

イ インクルーシブ公園 
障がいの有無や年齢、性別に関係なく、すべての人が自由に遊

び、安心して過ごせる公園 

イ インフラ 

道路・港湾・河川・鉄道・通信情報施設・下水道・学校・病院など、

インフラストラクチャーの略語で、社会的な経済基盤及び生産基

盤の総称 

イ インリーチ 
美術館や公共ホールなどで文化芸術を体験するなど、提供者側

の場所に招いて本格的な文化芸術に触れる機会を提供する取組 

ウ 雨水浸透施設 
「雨水浸透ます」や「雨水浸透管」など雨を地中へ浸透させるため

のますや管などの施設 

ウ 雨水貯留施設 
下水道に流れてしまう雨水を貯留し、散水、防火用水などに利用

するための施設 

エ 援農ボランティア 
後継者不足や高齢化による人手不足に悩む農業者と農業をサポ

ートしたい市民を結ぶ取組 

オ オープンデータ 

データの２次利用を促進するためのルールの設定、周知を行った

上で、誰でも、いつでもアクセス可能な場所で電子データとして提

供している情報 

カ 学童農園 

児童・生徒の勤労体験学習の一環として農作物生産活動を通じ

て働くことや収穫の喜びを会得させ、豊かな人間性の育成を図るこ

とを目的とした農園 

カ （下水道）管きょ 
降った雨や家庭や工場などから集めた汚水を処理場等まで運ぶ

下水道管 

カ 環境美化サポーター制度 

市民と市との協働によるまちづくりの推進を目的に、身近な公共空

間である公園、道路などの環境美化活動を行うボランティア団体

を支援する制度 

カ 環境保全型農業 

生産性との調和などに留意しつつ、土づくりなどを通じて化学肥

料、農薬の使用などによる環境負荷の軽減に配慮した持続的な

農業 
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カ 環境保全緑地制度 

奨励金や税制上の優遇措置などにより、市内における貴重な緑

地、樹木及び生け垣を「保全緑地」として指定し、良好な自然環境

の保全を図る制度 

カ 関係人口 特定の地域に継続的に多様な形で関わる者 

カ 観光まちおこし協会 

地域資源の活用と市民活動のコーディネートによる観光まちおこし

の推進、地域経済の発展と文化の向上に寄与する事業を行う一

般社団法人 

キ 教育相談所 

子どもたちの健全な育成を図るため、教育上の諸問題（いじめ、不

登校、発達に関する事など）について相談に応じるとともに教育的・

心理的な支援を行う施設 

キ 協働 
市民及び市が、それぞれの役割と責任に基づき、対等の立場で連

携協力して市政を充実させ、又は発展させる取組 

キ 協働事業提案制度 団体などからの提案により市と協働して事業を実施する制度 

ク クーリングシェルター 

熱中症による人の健康に係る被害の発生を防止するために市が

指定した施設で、「熱中症特別警戒アラート」が発表された際の暑

さをしのぐ場所 

ケ 経常収支比率 

市税など経常的に入ってくる収入が、義務的で固定的に支出され

る経費（人件費・扶助費・公債費など）にどれだけ使われているか

を示す財政指標 

ケ 健康寿命 
健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間・

年齢 

コ 公園評価 
公園整備優先順位などの検討のため、公園面積、利用者数及び

多面的機能などの視点から行う評価 

コ 公共施設マネジメント 
公共施設を、行政経営の視点から総合的かつ統括的に企画、管

理及び利活用する仕組み 

コ 合計特殊出生率 
１５～４９歳の女性の年齢別出生率を合計したもので、一人の女性

がその年齢別出生率で一生の間に産むとしたときの子どもの数 

コ 公民連携アウトソーシング 

公民連携アウトソーシング基本方針により、民間の強みをいかし

て、市民サービスの維持・向上を図りつつ、コストの最適化を進める

取組 

コ 高齢者いきいき活動 
高齢者が豊かな老後を過ごせるよう、様々な講座を開講し、介護

予防、生きがい創出、健康増進を図るための事業 

コ こがねい仕事ネット 
パソコンや携帯電話を利用して、求人情報などを簡単に検索・閲

覧できる、市内の求人事業者と求職者を結ぶ求人情報サイト 

コ こきんちゃんあいさつ運動 
挨拶の大切さや素晴らしさを改めて確認し合い、挨拶を通して心

の通い合った地域づくりを目指す取組 

コ 国土強靭化 

国土や経済、暮らしが災害や事故などにより致命的な被害を負わ

ない強さと、経済社会が速やかに回復するしなやかさを備えた国

づくり 

コ 国分寺崖線（はけ） 

湧水が多く、野鳥や小動物の生活空間として貴重な自然地であ

る、多摩川が南へ流れを変える過程で武蔵野台地を削り取ってで

きた、河岸段丘の連なり 
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コ 子どもオンブズパーソン 

子どもの権利の侵害に関する相談及び救済に取り組み、もって子

どもの権利を実現する文化及び社会をつくることを目的に、子ども

の権利が広く保障されるようさまざまな取組を行う第三者的機関 

コ 子どもの権利 

国連「子どもの権利条約」で「生存」「発達」「保護」「参加」の権利

の保障を規定した、世界中の全ての子どもが、心身ともに健康に自

分らしく育つための権利 

コ 困り感 
子どもが日常生活や社会生活を送る上で、「うまくいかない」「困難

を感じる」といった感覚や状況 

コ コミュニティ・スクール 

学校運営協議会を設置した学校。学校と保護者や地域が共に知

恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、協働しながら

子どもたちの豊かな成長を支え、「地域とともにある学校づくり」を進

める法律に基づいた仕組み 

コ コンプライアンス 

企業の法令遵守・倫理法令遵守を意味する概念（本市では、法令

遵守にとどまらず、要綱、通知、ルール及び社会規範を遵守するこ

とを包含することと定義） 

サ 災害時受援計画及び応援計画 

発災時、被災自治体等の行政機能を確保しながら、迅速かつ効

果的な被災者支援を実施するため、応援を円滑に受け入れ効果

的に活用するための諸計画 

サ 再生可能エネルギー機器 
住宅においては、燃料電池、太陽光発電システム、蓄電システム

など、自然の力で環境にやさしいエネルギーを作り出す設備 

サ サイレント層 

社会的な議論や意思決定の場において意見を表明しない人々で

あり、話題や状況によってはこの層の意見や動向が、社会や組織

の流れに大きく影響することもある人々 

シ 自主防災組織 

町会・自治会などの地域内で組織されている、「自分たちのまちは

自分で守る」という地域住民の連携に基づき、結成される防災組

織 

シ 自助・共助・公助 

自助とは、日頃から災害に備え災害時に事前に避難するなど自分

で守ること。共助とは、地域で避難への協力や消火活動を行うなど

周りの人たちと助け合うこと。公助とは、救助活動や支援物資の提

供などの公的支援を表す概念 

シ 自治体クラウド 

クラウドコンピューティング（例えばインターネットを通じてデータを利

用する方式）技術を活用し、地方公共団体の情報システムの集約

と共同利用を進め、経費の削減や住民サービスの向上などを図る

取組 

シ 指定開発事業 

市が定める基準により公共施設などを設置するとともに、近隣住民

への周知など、事業者に必要な事項の遵守が義務付けられた一

定規模以上の開発事業 

シ 指定管理者制度 
公の施設の管理・運営を、民間事業者などの団体に行ってもらうこ

とにより、住民サービスの向上や経費節減などを図る制度 

シ シティプロモーション 

まちのブランディングによるイメージや認知度の向上と今ある資源

から新たな魅力を創出することで生み出される、市民の愛着や誇

りの醸成に係る取組 

シ 児童委員 
児童や妊産婦への援助を行う委員（児童福祉法により、全ての民

生委員が児童委員とされている。） 



行 用語 説明 

シ シビックプライド 

都市に対する誇りや愛着。自分自身が都市を構成する一員である

と自覚し、都市をより良くするための取組に関わろうとする当事者

意識を伴う概念 

シ 市民参加 

市の政策立案、実施及びその評価に広く市民の意見を反映させる

とともに、協働によるまちづくりを推進することを目的として、市民が

市政に参加する仕組み 

シ 市民農園 

レクリエーションとしての自家用野菜・花の栽培、高齢者の生きが

いづくり、児童・生徒の体験学習などの多様な目的で利用される農

園 

シ 食育 
様々な経験を通じて、食に関する知識と食を選択する力を習得

し、 健全な食生活を実践することができる人間を育てる取組 

シ 自立 

援助を受けずに自分の力で身を立てる意味だが、福祉分野では

自己決定に基づいて主体的な生活を営むこと、障がいがあっても

能力を活用して社会活動に参加することの意味としても用いられる

言葉 

ス スクールカウンセラー 学校においてカウンセリングなどの心理相談業務に従事する者 

ス スクールソーシャルワーカー 
不登校などの未然防止、改善及び解決並びに学校内外のケース

会議などの充実を図る、社会福祉士などの資格を有した者 

ス 涼み処 
「熱中症特別警戒アラート」の発表の有無にかかわらず、熱中症の

予防として一時的に暑さをしのぎ涼しく過ごすことができる場所 

ス ストックマネジメント 

長期的な施設全体の老朽化を考慮し、施設の点検・調査、修繕・

改善を実施し、施設全体を対象とした施設管理を最適化すること

を目的とした取組 

セ 生産緑地 
市街化区域内の農地等のうち、良好な都市環境の形成を目的

に、３０年間農地等として管理を義務付けられた土地 

セ ゼロカーボンシティ 

「2050年までに二酸化炭素排出を実質ゼロ」にすると宣言した地

方自治体のこと（本市では令和４年１月「小金井市気候非常事態

宣言」のなかで表明。） 

セ 
全 国 瞬 時 警 報 シ ス テ ム （ J-

ALERT） 

弾道ミサイル情報、緊急地震速報、大津波警報など、対処に時間

的余裕のない事態に関する情報を携帯電話等に配信される緊急

速報メール、市町村防災行政無線等により、国から住民まで瞬時

に伝達するシステム 

タ 第一種市街地再開発事業 

市街地再開発事業のうち、施行区域内の土地及び従前建物に関

する権利を新たに建設された施設建築物及びその敷地に関する

権利に変換する事業 

チ 地域学校協働活動 

幅広い地域住民などとともに地域全体で子どもたちの学びや成長

を支えながら、 学校を核とした地域づくりを目指し地域と学校が連

携・協働して行う様々な活動 

チ 地域共生社会 
高齢者、障がいのある人、子どもなど全ての人々が、地域、暮ら

し、生きがいを共に創っていくことができる社会を目指すもの 

チ 地域包括ケアシステム 

高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を営むことができるよ

う、医療、介護、介護予防、住居及び自立した日常生活の支援が

包括的に確保される体制 
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チ 地域包括支援センター 
介護保険法で定められた、地域住民の保健・福祉・医療の向上、

虐待防止、介護予防マネジメントなどを総合的に行う機関 

チ 地籍調査 
一筆ごとの土地について、その所有者、地番などの調査を行うとと

もに、境界（筆界）と面積（地積）を測量する調査 

チ 長期総合計画 基本構想、基本計画及び実施計画を合わせて呼ぶ際の呼称 

テ デジタルデバイド 
インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用

できない者との間に生じる格差 

テ デジタルリテラシー 
デジタル技術に関する知識、それらを効果的に活用するためのス

キルや能力 

ト 特定生産緑地制度 

生産緑地の指定から３０年が経過し、期間が満了となる生産緑地

を所有者が改めて特定生産緑地に指定することで、期間を１０年

延長できる制度 

ト 土地区画整理事業 
土地の区画形質を整え、道路、公園その他の公共施設の整備改

善を行う事業 

ニ 認知症サポーター 
認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やそ

の家族に対してできる範囲で手助けする者 

ニ 認定農業者 

農業者が自らの創意工夫に基づき、経営の改善を進めようとする

計画を市が認定し、これらの認定を受けた農業者に対して重点的

に支援措置を行う制度 

ノ 
農工大・多摩小金井ベンチャーポ

ート 

中小企業基盤整備機構が、東京農工大学や地域と連携し、同大

学小金井キャンパス内において整備・運営を行う大学連携型起業

家支援施設（インキュベーション施設） 

ノ 農商福連携 

「農福連携」に「商」の要素を加えた新しい連携の形。障がいのある

方などの就労機会の創出と農業分野の人手不足解消が目的とし

た農福連携に「商工業」が連携することで、農産物の加工・販売を

通じた付加価値の創出と経済的な循環を生み出し、持続可能な

共生社会の実現を目指す 

ハ パブリックコメント 

市の計画などを立案する過程で、その趣旨、内容その他必要な事

項を公表し、幅広く意見を求め、その結果を考慮して意思決定を

行う制度 

ハ バリアフリー 
障がいのある人や高齢者などに対する障壁（バリア）を取り除くこと

及びそうした考え方（関連項目「ユニバーサルデザイン」） 

ヒ ヒートアイランド現象 

アスファルトやコンクリートなどによる土地利用の変化や都市の多様

な産業活動や社会活動に伴って熱が排出されることで、都市部の

気温が周辺の郊外と比べて異常に高くなる現象 

ヒ 
東小金井事業創造センター「ＫＯ‐

ＴＯ」 

市が設置した公共の創業支援施設。個室、ブース、シェアスペー

スをシェアオフィスとして利用でき、法人登記や会議室の利用が可

能 

ヒ 避難行動要支援者 

高齢者、要介護認定者、重度の障がい者、難病患者などのうち、

災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合に自ら避難

することが困難な方であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を

図るため特に支援を要する方 

フ 福祉オンブズマン制度 
福祉サービス全般に関する利用者からの苦情を公正かつ中立の

立場で調査し解決に当たる制度 
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フ 福祉サービス第三者評価 

福祉サービスを利用する際、それぞれの福祉サービス提供事業

所の特徴を把握し、比較・検討することで、より良い選択につなげ

てもらうための評価制度 

フ 扶助費 
社会保障制度の一環として、生活困窮者、児童、高齢者、障がい

者などを支援するために要する経費 

フ プレーパーク 
ブランコやシーソーなど既存の道具の設置はなく、子どもたちが想

像力で工夫して、遊びを作り出すことのできる遊び場 

ホ 放課後子ども教室 

放課後や週末に子どもたちの居場所をつくるため、校庭や教室を

開放し、地域住民の協力によってスポーツや文化活動ができるよ

うにする取組 

ホ 防災マップ 

災害発生時の避難場所や豪雨時の浸水予想区域を示し、日頃の

備えや災害時の心得、家族の安否確認方法などの防災情報も載

った地図 

ミ 民生委員 

民生委員法に基づき、社会福祉の増進のために市民の相談に応

じたり関係機関との調整を図るなど必要な支援を行う非常勤の特

別職に属する地方公務員 

モ もくせい教室 

市が設置・運営する不登校支援のための教育支援教室であり、学

校に通うことが難しい子どもたちに対して、安心して過ごせる居場所

と学びの機会を提供する場所 

ユ ユニバーサルデザイン 

障がいの有無、年齢、性別、身体などの特性や違いを超えて、あ

らかじめ、できるだけ多くの人が利用できることを目指して設計する

こと及びそうした考え方（関連項目「バリアフリー」） 

２ 2040年問題 

2040年頃に日本の「団塊ジュニア世代」が65歳以上の高齢者に

なることで、少子高齢化がさらに進行し、労働力不足、社会保障

制度の維持困難、経済停滞などの深刻な社会・経済課題が顕著

になると予測されている社会問題 

３ ３Ｒ 

ごみになるものを元から減らすＲｅｄｕｃｅ（リデュース）、使えるものを

再使用するＲｅｕｓｅ（リユース）、資源として再生利用するＲｅｃｙｃｌｅ

（リサイクル）の総称 

８ 8050問題 
80代の高齢の親が自立できない50代の子どもの生活を支え続け

ることで社会的に孤立し、経済的に困窮する社会問題 

Ａ ＡＩ 

人工知能。人間にしかできなかったような高度に知的な作業や判

断をコンピュータを中心とする人工的なシステムにより行えるように

したもの 

Ｂ ＢＣＰ 

自然災害などの緊急事態において、損害を最小限にとどめつつ、

中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とするために、平

常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法、手

段などを取り決めておく事業継続計画 

Ｃ ＣｏＣｏバス 
市内の公共交通不便地域の解消を図り、交通弱者に配慮した日

常的な移動手段として運行している市のコミュニティバスの名称 

Ｄ 
ＤＸ（デジタルトランスフォーメーシ

ョン） 

行政においては、行政サービスにデジタル技術やデータを活用し

て、住民の利便性を向上させるとともに、デジタル技術やＡＩなどの

活用により業務効率化を図り、人的資源を行政サービスの更なる

向上につなげる変革 



行 用語 説明 

Ｇ ＧＩＧＡスクール構想 

児童生徒向けの一人１台端末と、高速大容量の通信ネットワーク

を一体的に整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すことのな

く、公正に個別最適化された創造性を育む教育を、全国の学校現

場で持続的に実現させる構想 

Ｉ ＩＣＴ 

コンピュータを使った情報処理や通信技術の総称。ＩＣＴはＩＴ（情報

技術）にコミュニケーションの要素を含めており、人と人や情報を結

びつけることをより強調した概念 

Ｉ ＩｏＴ 

様々な物体（モノ）に通信機能を持たせ、インターネットに接続した

り相互に通信することにより、自動認識や自動制御、遠隔計測など

を行う技術 

R ＲＰＡ 
人がパソコン上で定型的に行っている単純な作業を、ソフトウェア

上のロボットを利用して業務を自動化するシステム 

Ｓ ＳＤＧｓ 

2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のため

の2030アジェンダ」にて記載された2030年までに持続可能でより

良い世界を目指す国際目標 

 


